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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のた
めに、自立開発協力、教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、
国際飢餓対策機構連合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 60 の協力団体
とともに、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応
える働きをしています。
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1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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　2 月 16 日、日本フィランソロ
ピー協会の第９回「企業フィラン
ソロピー大賞」贈呈式が東京都内
で行われ、当機構協力企業のパン・
アキモト（栃木県那須塩原市）が
特別賞「パンが運ぶ共生賞」を受
賞されました。この賞は企業が本
業を通じて社会の問題解決によい
影響を与えたことを顕彰するもの。
今回は、パン・アキモトが独自
に開発したパンの缶詰を緊急災害
被災者や世界で飢餓に苦しむ人々
に供給する「救缶鳥プロジェク
ト」が評価されました。このプロ

ジェクトは、2010 年のハイチ大地
震や東日本大震災における当機構
緊急支援活動でも迅速な支援につ
ながりました。秋元義彦社長は当
機構のハンガー・ゼロ特別大使で
あり、当機構としても今回の同社
の受賞は大きな喜びです。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガーゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFH（日本国際飢餓対策機構）サポーターとし 
 て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。
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 ▼申込日：　  　年 　月  日▼

▪ 海外で活動を目指す方のために
ハンガーゼロ・ファシリテーター・
トレーニング
( 旧称 オリエンテーショントレーニング )

　当機構を通して海外パートナーと
ともに活動を希望する人や、国際協
力に関心をお持ちの方々のための学
びと準備の機会です。ご参加お待ち
しています。
　日時：3 月 19 日㈪～ 22 日㈭
　会場：東京基督教大学 (TCU) 
　　　　千葉県印西市内野
　費用：25,000 円
          ( テキスト代 5,000 円を含む )
　定員：12 名
　お問い合わせは…
　東京事務所☎ 03(3518）0781
　福地まで。

▪ 里子訪問ツアーのご案内
　フィリピン・パリパラン地区
　日程：5 月 18 日㈮〜 21 日㈪
　参加費：10 万円　
　フィリピン・パリパラン地区の里子
を訪問します。5 月 19 日には同地区
のクロージングセレモニーに参加予
定。問い合わせは、大阪事務所まで。

▪ ヘオルンヌリ希望のコンサート　
　東日本大震災復興とハンガーゼロ・
アフリカのために、韓国の音楽グルー
プ「ヘオルンヌリ」によるチャリティー
コンサートが、３月から４月８日まで、
東北の宮城・岩手、関東の東京、神奈川、
埼玉、千葉など 28 ヵ所（予定も含む）
で開催中です。近隣にお住まいの方は、
是非ご来会をおすすめいたします。各
会場とも入場は無料、支援のための募
金が行われるところもあります。
日程はウエブサイトをご覧ください。

FAX・072-920-2155

パン・アキモト
フィランソロピー
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　私たちの教会は被災地にある田舎の教会です。44年前
から始まりましたが、町のほとんどの人達に何の注目もさ
れず何の期待もされずにいました。ただ日曜日には教会員
たちが集まり、礼拝を毎週忠実にささげてきました。とこ
ろが昨年の3.11に東日本大震災が起こりました。私たち
の教会では建物の被害は少なかったものの、沿岸部にあっ
た６家族の家屋が津波によって大きなダメージを受け、そ
のうち５つの家はもう住むことが出来なくなりました。そ
の２つが「家の教会」でした。こ
れらの家族のためと被災者支援
のために「ホープみやぎ」という
復興支援プロジェクトを立ち上げました。
　大震災後、ＪＩＦＨ（日本国際飢餓対策機構）は私たちの
教会に食料品、水、毛布などの多くの支援物資を届けてく
ださり、教会はそれらを地域の人々や被災した教会員を通
して、できるだけ行政の手の届かない所に配布してきまし
た。教会はそのうちに地域の人々から注目されるようにな
り、今に至っています。
　教会は愛の共同体ですが、どちらかと言うと私たちの教
会は内向きでした。それが3.11によって外向きの教会に変
わりました。またイエス様が弱っている人や貧しい人たち

に注目したように、教会が地域の人々、特に目立たないよう
な方々に、支援物資によって愛を届けることが出来たこと
は幸いでした。もう、あれから１年、表面的には町は震災前
に戻りつつあります。しかし、被災地の現場ではまだまだ
復興には程遠く、仮設住宅や借り上げ住宅に住んでいる人
達、特に仕事を失った方々や年金暮らしの年配者は１年
先、２年先が不安でなりません。
　「ホープみやぎ」はそのような方々に物心両面のサポー

トをこれからも続けようとボラ
ンティアセンター建設に取り組
んできました。昨年の７月から

業者にお願いしていましたが、ようやく今年の２月に完成
しました。平屋で49坪のプレハブの建物です。半分は倉
庫、半分は男女分かれた宿泊部屋で各々10名位宿泊でき
ます。そのためにJIFHも様々な応援をしてくださいまし
た。
　私たちには被災者がいるので、被災者の気持ちがわか
る教会として、これからも「ホープみやぎ」の働きによって
被災した方々に寄り添ってまいります。皆様の祈りと支援
に感謝します。

塩釜聖書バプテスト教会　牧師　大友幸一　

同じ被災者の立場で寄り添う

森祐理親善大使・南三陸＆仙台コンサート（2012年２月） JIFH復興カーペンターズ ホープみやぎ・ボランティアセンター

毎
月
、
飢
餓
対
策
ニ
ュ
ー
ス
を
皆
様
に
お
届

け
す
る
た
め
に
、
ひ
ば
り
障
害
者
作
業
所

（
八
尾
市
）
、
生
活
愛
、
関
西
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
発
送
作
業
の
ご
協
力
を

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。身近に

便利に
なりました

前
列
右
か
ら
２
人
目
に
秋
元
氏

仮設住宅訪問ボランティア・亘理（2012年２月）
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●世界里親会では現在、ボリビアとルワンダの里親さんを募集しています。お問い合わせは、大阪事務所里親会まで ●支援者の皆様の取り組みをお寄せください。この頁でご紹介させていただきます。詳しくは大阪事務所・広報まで。

　シープケア学校は、ナイロビの
市街地から15㎞ほど東にあるソ
ウェト・カヨーレという地区の中
にあります。高い失業率と極度の
構造的格差のため、地域の人たち
は、その日その日を生き延びるの
が精一杯という生活を送っていま
す。
　このスラム地区に住むパメラさ
んのお宅を訪ねました。訪問して
まず気づいたのは、家の狭さで
す。６畳ほどのスペースにベッ
ド、テーブル、椅子が入っている
ので、ドアは半分ほどしか開きま
せん。そこで一家８人が寝起きし
ています。この長屋には電気や水
道の設備はありません。ここでは
ほとんどの家がそうです。パメラ
さんや地域の人たちは、ジェリー
カンと呼んでいるポリタンクを
持って、井戸のあるシープケア学
校まで水を買いに行きます。家族
が多いと、重い水を運んで何度も

往復しなければなりません。シー
プケア学校では、地域の貧しい人
たちのために、市価の1/10の価
格で水を提供しています。
　もう１人お訪ねしたマーガレッ
トさんは、母子家庭のために生活
は更に厳しく、２人の娘さんと共

にトタンでできた家に住んでいま
す。中学３年生と高校３年生の娘
たちは、朝、共同の浴室で体を洗
い着替えますが、シャワーはあり
ません。シープケア学校から買っ
てきた水をタライに入れて体を洗
います。浴室にドアはなく、年ご
ろの娘さん達は人に見られないよ
う大急ぎで体を洗います。

▪▪ 一日一食 ▪▪

　朝食を食べて学校へ来る子ども
は、ほとんどいません。干ばつに

よって食料の価格が２〜３倍に
なっているため、食事は１日１食
がやっとです。不安定な収入で買
えるのは、主食の（※）ウガリと
ケールの炒め物のみ。毎日毎日同
じ食事です。
　そんな厳しい暮らしの中で、
「一番望むことは何ですか？」と
いう問いに、パメラさん達お母さ
んは、「子どもたちが良い教育を
受けられることです。」と答えて
おられました。今年もシープケア
から、２人の子どもが全寮制の高
校に入学することができました。
教科書など必要品は、地域の人た
ちがみんなで少しずつ工面して揃
え、送り出しました。「いつか
戻ってきて地域を変える。」そう
言ってこの２人は寮へと出発して
いきました。

　この地域の子どもたちがしっか
りと教育を受け、人々のリーダー
となって自らの力で地域をより良
くしていくことができるように私
たちも応援しましょう！今夏の支
援開始の際には、ぜひ子どもたち
の里親となって下さいますようお
願いいたします。

　
　

　
　

　
　

　
　

  

下地隆之社長の奥様、康子さんに
おたずねしました。
Qタクシーとしてバイオディーゼ
ル車やハイブリッド車を使ってお
られるのはどうしてですか？
　環境に優しいタクシーをめざし
て、まずエコカーのバイオディー
ゼル・タクシーを取り入れまし
た。それからハイブリッド車や電
気自動車も加えたのですが、バイ
オディーゼル・タクシーやハイブ
リッド車を使ったのは日本で最初
でした。
Q募金箱をタクシーに備え付け

て下さったきっかけは？
　６年前に宮古バプテスト教会の
端
ず け や ま

慶山麗子さんから、こんなのが
あるよと教えてもらって、最初は
友人や家族で募金箱に募金をして
いました。でも社会貢献というな
ら個人的にやるより、いいこと
はPRしてみんなで協力し合って
やった方がいいんじゃないかと思
うようになって、昨年の４月から
会社として協力してもらうことに
なりました。運転手さんも、そ
んなささいなことが役に立つな
ら、って細かいお金を入れてくれ
ています。それを見てお客さんも
協力してくれるようになりまし
た。
Q今後については
　私は、「社会貢献はお金があ
る人がやればいい」と考えること
を疑問に思っていて、１円でも
10円でも、家にあるお金を社会
に役立てるんだ、とみんな思って
欲しいのです。それが良いことだ

とわかっていてもなかなか始め
られないけれど、小さいことで
も実行に移していきたいと思っ
ています。
　もう一つは、エコタクシーを
広げていきたい。今は他でもハ
イブリッド・カーを入れ始めて
います。私たちは、エコアイラ
ンド宮古島の、質のいい、お客
さんに「選ばれる」タクシー会
社になりたいと思っています。
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ケニア・シープケア学校
子どもへの支援準備はじまる！

　ケニアのシープケア学校では、貧困のために教育
の機会を奪われがちな子どもたちが勉強を続けられ
るよう、食料価格高騰の中でも学校給食を続ける努
力をしてきました。日本国際飢餓対策機構では、ハ
ンガーゼロ･アフリカの取り組みの一環として、これ
までこの学校給食プログラムを支援してきました。
この度この学校が行っている、教育を通しての地域
変革の取り組みに協力して、この夏から世界里親会
による里子の支援を始めることになりました。この
世界里親会の立ち上げのために、１月13日から１ヶ
月シープケア学校を訪問し、準備にあったってき
たスタッフの浅野陽子の報告です。

編集デスクより

日本で「小銭」と思われるお金
が、飢餓･貧困に苦しむ方々に
とっては何倍もの価値を持ちま
す。まるちくさんのような「わ
たしから始める」取り組み、ま
たさまざまな犠牲を払って支援
してくださる方々によって、日
本国際飢餓対策機構の活動が支
えられ、そして共に生きるとき
に「世界が変わる」のだと信じ
ます。私たちも数あるNGOの中
から「選ばれる団体」になりた
いと願います。
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JIFH募金箱は運転席の前に置かれていました
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100%電気で走る日産リーフをいち早くタクシーに導入
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沖縄県宮古島市平良のタクシー会社、㈱まるちくさん
では、自社の全タクシーにJIFHの募金箱を備え付け、
飢餓･貧困に苦しむ方々を支援してくださっています。

ECO TAXIでハンガー・ゼロ

マーガレットさんの
暮らしも厳しい

ウ
ガ
リ
：
と
う
も
ろ
こ
し
や
小
麦
な
ど
の
穀
物
の
粉
で
作
っ
た
だ
ん
ご
の
よ
う
な
も
の
。

ケ
ー
ル
：
キ
ャ
ベ
ツ
の
一
種
で
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
。
一
年
中
栽
培
で
き
て
収
穫
量
も
多
い
。
ケ
ニ
ア
で
は
ス
ク
マ
・
ウ
ィ
キ
と
も
い
う
。



飢餓対策
NEWS

４

2010.7
No.241

５

子どもニュース76 号子どもニュース76 号

飢餓対策
NEWS

４

2012.３
No.260

５

アフリカに行
い

って見
み

たこと　その⑤

え／みなみななみ

タデヨさんとサベリアナさん、
ごく自

し ぜ ん

然に並
なら

んで座
すわ

っている
お二

ふ た り

人が話
はな

してくれました

94 年
ねん

の虐
ぎゃくさつ

殺のとき
私
わたし

はサベリアナさんの
家
か ぞ く

族をおそい
殺
ころ

したグループの
一
いちいん

員でしたアフリカの飢
き が

餓をなくすためには、
平
へ い わ

和が大
た い せ つ

切なんだと、ルワンダに来
き

て、学
ま な

んだ。
でも、自

じ ぶ ん

分の大
た い せ つ

切な家
か ぞ く

族を
殺
こ ろ

された人
ひ と

たちは
殺
こ ろ

した人
ひ と

たちと、一
い つ し ょ

緒に
生

い

きていくなんてできるんだろうか

タデヨさん、

あなたの告
こくはく

白で

心
こころ

が安
やす

らぎました。

あなたも安
あんしん

心して

生
い

きてください

刑
けいむしょ

務所では
労
ろうどうほうしけい

働奉仕刑の家
いえづく

作
りをしながら

被
ひ が い し ゃ

害者に
あやまる大

たいせつ

切さも
学
まな

びました

自
じ ぶ ん

分たちが
めちゃめちゃにして
しまった人

ひと

の
暮
く

らし・・・

家
いえ

に戻
もど

ってからは
被
ひがいしゃ

害者のために
家
いえづく

作りを続
つづ

けたいと
思
おも

いました

私
わたし

はあなたの

家
か ぞ く

族を殺
ころ

した

グループにいて

あなたにも傷
きず

を

負
お

わせました。

あなたが

困
こま

っている時
とき

は

力
ちから

を尽
つ

くして

助
たす

けることを

誓
ちか

います

ゆるされたタデヨさんも
ゆるすことができた
サベリアナさんの顔

か お

も、
とてもおだやかだった
 
人
ひ と び と

々の心
こころ

に平
へ い わ

和がおとずれ
地
ち い き

域が変
か

わって行
い

くとき
食
しょくりょう

糧や教
きょういく

育の支
し え ん

援などが
本
ほ ん と う

当に役
や く

にたつように
なる．．そう思

お も

った。

犯
はんこうじ

行時から 17年
ねん

やっときちんと

あやまる
4 4 4 4

ことが

できた

サベリアナさんは

タデヨさんが

あやまるのを

待
ま

っているよ

家
いえ

ができあがって、

  サベリアナさんが

  引
ひ

っ越
こ

す日
ひ

に

  きちんと

  あやまりたいと

  思
おも

っています

家
いえ

が完
かんせい

成。
サベリアナさんが
通
かよ

う教
きょうかい

会で
お祝

いわ

いの式
しき

私
わたし

は今
き ょ う

日、

私
わたし

が犯
おか

した罪
つみ

を悔
く

い、

あなたに

あやまりたいです。

なぜ
タデヨさんが ?!

虐
ぎゃくさつ

殺から

生
い

き残
のこ

ってから

ずっと、

加
か が い し ゃ

害者が
あやまって

くるのを

待
ま

ち続
つづ

けて

いました

けれど
家
か ぞ く

族と自
じ ぶ ん

分を
おそった人

ひと

を
ゆるす
4 4 4

のは
大
たいへん

変でした。

以
い ぜ ん

前は彼
かれ

は、敵
てき

。

私
わたし

は悲
かな

しみと憎
にく

しみで

いっぱいで

獣
けもの

の心
こころ

のようでした。

長
なが

い長
なが

い間
あいだ

とても
苦
くる

しみました。

ゆるし
4 4 4

た後
あと

やっと人
にんげん

間の気
き も

持ちを

取
と

り戻
もど

しました。

私
わたし

の顔
かお

にはその時
とき

の
  傷
きず

がありますが
  心
こころ

は
  いやされました

どうしても
ゆるす
4 4 4

と
口
くち

に出
だ

して
言
い

えませんで
した。

でも神
かみさま

様に
お祈
いの

りして
ゆるす
4 4 4

力
ちから

を
いただきました

私
わたし

は、これからは

決
けっ

してあなたを

傷
きず

つけたり

しません

私
わたし

､ サベリアナは、
あなたをゆるし

4 4 4

ます

それから
９ヶ月

げ っ か ん

間
家
い え づ く

作りを
しました

サベリアナさん

あなたのために

家
いえ

を建
た

てたいで

す。

そんなのウソに

決
き

まっている

信
しん

じても
いいの？

後
ご じ つ

日、リーチ（※）

スタッフが説
せっとく

得
にいきました

タデヨさんは

本
ほ ん き

気で

あなたの家
いえ

を

建
た

てたいと

願
ねが

っていますよ

参考　ルワンダの和解と平和のために　http://rwanda-wakai.net

ある日
ひ

※ NGOの REACH(Reconciliation Evangelism And Christian Healing for RWANDA)地元のNGOで平和のとりくみを行っている団体

平和のために ⑵
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　東北大震災における緊急支援
で、もっとも早く広く活動された
のはキリスト教団体であったこと
は被災者の誰もが理解するところ
です。また、東北の教会が真っ先
に援助を受けて近隣に救済が広
がったのも大きな証となりまし
た。3月末に、教会のない地域で
もっとも状況が過酷な場所は南三
陸町と知り、宣教師の方々に私の
名刺をもって先に入って頂きま
した。約1週間の内に電話が入り
「志津川に来るように」とのこ
と、そこから、南三陸町支援が始
まったのです。
　私のいる仙台から片道約２時
間、週に約３回を基本として物資
支援と安否の掛け声を行い、時に
は避難所からの要望で別の避難所
の支援に出かけて、避難所と避難

所をつなげる役目にも取り組んで
きました。また、物資は個人の
ニーズにあわせてチームで提供し
ましたので、被災者との信頼関係
も築き上げられてきました。今で
は支援は仮設住宅に移行しました
が、被災者の課題を目の当たりに
してその必要に応える取り組みを
続けています。

被災者によるプロジェクト

　そんな折、志津川高校避難所の
食事を担当していたチームがあり
ます。彼らは被災者でありなが
ら、当初から責任をもって被災者
の方々の心のケアを含めて食事奉
仕をしてきました。外からのボラ
ンティアにも対応し、被災者にも
気を配った精神の強いチームで
す。そのチーム名はM3R-abcと
いいます。M3R-abcは、仮設後
地域のために何かをする必要があ
ると考えて「さんさカフェ」とい
う共同食堂を設立しました。それ
は志津川の避難所にいた方々への
励ましの場であり、コミュニケー
ションの場でもあります。また各
仮設や地域の情報が交換され必要
なことを提供する構想の場でもあ

ります。
　その被災地の灯火でもあるとこ
ろに、日本国際飢餓対策機構に
よって外回りのロッジがつくられ
ました。プレハブであった外回り
は簡素な状況でありましたが、大
工さんにより暖かい食堂へと変身
しました。実に大変な場所に、ぬ
くもりある光が一面に照らされた
のです。
　彼らは私にとって大切な存在で
す。なぜなら彼らを通して被災者
への励ましが可能だからです。彼
らは私の誇れるチームでその絆を
さらに太くしてくれたのは、日本
国際飢餓対策機構です。
　南三陸町に行かれる際は是非と
も共同食堂「さんさカフェ」へ
寄ってみて下さい。安くておいし
い定食があります。そして会話を
楽しんでみて下さい。
「しかし、わたしを通して福音が
あまねく宣べ伝えられ、すべての
民族がそれを聞くようになるため
に、主はわたしのそばにいて、力
づけてくださいました。そして、
わたしは獅子の口から救われまし
た。」（聖書）

　当機構は緊急復興支援活動を実
施するに当たり、地元の仙台キリ
スト教連合が東日本大震災の支援
のために立ち上げた「東北ヘル
プ」との協力体制を続けていま
す。その東北ヘルプの活動の１つ
に、三

さ い ぐ さ

枝千
ち ひ ろ

洋牧師を中心にした原
発関連の食品放射能測定プロジェ
クトがあり、その拠点となる「仙
台・いわき食品放射能計測所」が
JIFH東北事務局と同じ建物（エ
マオセンター）に開設され、すで
に運用が始まりました。
　空間の線量を計測する放射線量
計は比較的手に入りやすいです
が、内部被ばくを引き起こす食品
放射能値の計測機は大へん高価で
あり、専門知識がなければ扱えま
せん。同計測所では、３台の食品

放射能計測機を
備え、東北大学
学生（元核放射
能物理専門）、
栄 養 士 、 ケ ア

ワーカーの３名が常駐して計測を
行っています。放射能の不安は福
島県だけではなく広範囲に広がっ
ています。特に子どもを持つ親の
心配は大きなもので、そうした声
にこたえる意味でもこの計測所の
役割に期待が寄せられています。
「このプロジェクトは単に食品中
の放射能を計測するだけではな
く、被災地の人々の不安に向き合
おうとする明確な動機を持ってい
ます。専門知識をもつスタッフが
常駐することで、放射能の身体的
な影響とともに、カウンセリング
などで心理的な部分のケアもでき
ればと願っています」と三枝師は
語ります。
　同計測所では、現時点での被ば
く量を知るために、個人用放射線

量計の貸出も始めました。これ
は、３日間身につけて計測した平
均値から年間被ばく量を予想する
ものです。JIFHはこの取り組み
に賛同し、主に子どもたちのため
最新の個人用放射線量計10機を
支援します。

　未だ解決策の見えない放射能問
題。その中で不安を抱える生活者
の「いまの被ばくの現状を正確に
知りたい」という声に応えようと
するこの取り組みが、少しでも被
災者を励ますものとなることを願
います。
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測定所の常駐スタッフと三枝千洋氏（右端）

当機構の大工ボランティアらによるロッジ工事の様子

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
共
に
後
列
中
央
に
中
澤
氏

被

災
者支援レポー

ト

東日本
大震災

東海福音フェローシップ　東北に19回のボランティア派遣

　東日本大震災が発生して国内
外から多くの人がボランティア
として駆けつけてくださいま
した。その中に、東海福音フェ
ローシップ（TEF）のメンバー
がおられます。TEF地震委員
会は東海大地震に備えるべく
2003年9月に発足しました。今
回の東日本大震災は決して他人
事ではないと、3月22日から10
月28日までの7ヶ月間、継続的
に延べ125名19回のボランティ
ア派遣をしてくださいました。

10数回来てくださった方もあ
り、被災地域の方々にとって
「またあの人が来てくれた」
と、復興への励みになっている
ようでした。

　その中のお一人、村山知里さ
ん（写真：右端／知多シオンキ
リスト教会員）は『震災後の東
北の今を、私は現地の人と少
しでも一緒に感じたい、共に
悲しみ悩み喜んでいきたいと
思っています。神様が出会わ
せてくれた人達に少しでも何
かが出来たらと願いながら、
私はボランティアを続けてい
ます。』と話してくださいま
した。ここにもまた一つの絆
が生まれています。

食品計測・個人線量計の貸し出しは、
インターネットによる事前予約が必要です。
http://www.foodbq.com

東北ヘルプ（仙台キリスト教連合）

「放射能測定プロジェクトが始動」

この食品用放射能測定器
は、人の尿や血液のサン
プルで内部被ばく量を計
ることもできる。 南三陸町志津川に被災者による共同食堂

「さんさカフェ」がオープン
報告：南三陸町を支えるキリスト者ネットワーク　中澤竜生氏

「さんさカフェ」
宮城県本吉郡南三陸町志津川廻館１０１
営業時間10時－18時　定休日　火曜日

子どもたちへの線量計貸し出しを支援します


